
「組み合わせて食べる」ことがポイントです。食べる習慣がない人や食べない日がある人は，まず

は何か１品食べることを意識してみましょう。

５月は穏やかで比較的過ごしやすい日が多いですが，近年は，真夏日や猛
暑日を観測する日もあり，早めの熱中症対策が必要です。外遊びや体育の授
業の他に，運動会や中総体に向けての練習など，外で活動して汗をかく機会
が増えてきますので，普段の生活から，熱中症対策を意識しましょう。

熱中症は子供だけでなく，高齢者にも多く発症します。室内が暑くなっていること

に気づかずに過ごしているうちに熱中症になってしまうこともあります。身近にい

るおじいさん，おばあさんにも声をかけるなどして，家族みんなで気にかけてあ

げましょう。


